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られる熱帯原産のキオビオオハリナシバチ Melipona quadrifasciata の利用を検討した．セイヨウ
オオマルハナバチのような振動採粉ができないセイヨウミツバチの交配能力は低く，作型に関わ
らずトマトでは利用困難であった．ナスでは低温期に稔性花粉量が減少すると受粉効果が低下し
形状不良果が増加したが，稔性花粉量が十分な時期の施設ナスでは利用できた．キオビオオハリ
ナシバチは振動採粉でき，セイヨウオオマルハナバチと同等の受粉効果があった．しかし，いず
れの花粉媒介昆虫を利用する場合にも，促成栽培ナスの低温期に稔性花粉量が減少すると受粉効
果が低下した．そこで，燃料消費をできるだけ節約しながらナスの稔性花粉量を効率的に増量で
きる昼間の高温管理法、ならびに保温性の高い空気膜をハウスに内張すことで，施設ナス栽培に
おけるセイヨウミツバチの周年利用に道を開いた．キオビオオハリナシバチは市販されていない
ため、現在利用するのは困難である． 
本研究の成果に基づき、これまで利用困難と考えられてきたセイヨウミツバチの促成栽培や雨
除け栽培のナスへの導入が進んでいる。この様に本研究は施設栽培の現場では高く評価されてお
り、博士（農学）の学位論文に値すると判定した。 
